
2022年度 テクノ未来塾 合宿報告 

 

1. 開催日  2022年 5月 21日 ～ 22日 

2. 開催場所   ブリジストン 奥多摩園 および Zoom によるハイブリッド開催 

3. 参加者  27名 

4. 主要テーマ 

「テクノ未来塾と自らの未来を考える：塾のサークル活動と自分を展望することで未来へのヒントと具体的

対応案を見出す」 

 

合宿のポイント 

 本合宿では結論をもとめません、各種の選択肢を広く考えていただきますので、発散型・展開型の議論 

 をお願いします。  

 出来ない理由でなく、出来る可能性を検討していただくことがありがたいです。 

 

5. 実施内容 

「5月 21日（土）」 

・13:30〜13:45 開会宣言、注意事項など連絡（出川理事、中山理事） 

・13:45ー14:45 第一部：テクノ未来塾の各種分科会活動の過去・現在 

  1）プロジェクト・サークル活動を振り返りと今後の展望（出川理事）計 30-40分 

  2）各プロジェクト、サークル代表（資料パワポ 1枚、2分）・・・・各現状報告 

   ・プロジェクト報告 

     A-1：GTM；Global Techno Mirai-juku （リーダー：宗像） 

     A-2：「エンジニアという職業を語ろう」 （リーダー：福井） 

     A-3：「江戸時代の技術と調査ガイドブック作成」（リーダー：出川） 

   ・サークル報告 

     B-1：「幻の日本製 F-1マキ F101の再生」 （リーダー：川島） 

     B-3：「科学技術 これからの 100年ロードマップ」 （リーダー：中谷） 

     B-4：「充放電サークル」 （リーダー：松嶋） 

     B-5：「縄文時代の材料技術調査」 （リーダー：都築） 

     B-6：「日本・世界の技術博物館のフィールド調査」 （リーダー：中山） 

     B-7：「学び直す relearn」 （リーダー：中瀬） 

     B-8：「城と忍者」 （リーダー：川島） 

     B-9：「発酵」 （リーダー：中村善） 

  3）広報委員会（リーダー：折田） 

  4）シン・ジリツ活動報告、（中村理事）  活動報告と今後の活動提案 

    ※質疑応答は時間切れで実施出来ず 

・14:45〜17::30 第二部：テクノ未来塾の現在と未来への展望 

  1）テクノ未来塾の未来への想いと展望（仮称）（阿部理事長） 20分 

  ２）参加メンバーから 

    「（近況と）テクノ未来塾とサークル活動などへの未来ビジョンありたい姿など自由提案」 



      （資料パワポ 1枚、2分）・・・・リアル、リモート全員 

  ３）「グループに分かれて議論（30分）→各グループ全体発表」 

・18:00〜19:30 夕食 

  久しぶりに参加の方の近況報告 

・19:30〜 第三部：合宿型のフリーデスカッション（発散→気づき）  リアル参加者のみ 

 

「5月 22日（日）」 

・8:00〜9:00 朝食 

・9:00〜9:30 昨日の第一部〜第三部までの内容整理 

・9:30〜10:30テクノ未来塾を進化させる（初日の議論を受けて） 

  いくつかの切り口でのグループ議論など 

  （例えば、切り口としてテクノ未来塾のビジョン再考、高齢化対応、社会貢献活動、運営の理想形、 

  事業化収入・会費見直し、サークルアドの活動の見直し、全体の見直しなど・・・・ 

・10:30〜11:30 各グループ発表と全体集約 

・11:30〜11:45 総括と今後（理事長、担当理事ほか） 

・12:00 終了 

 

6. メモ 

「5月 21日（土曜日）」 

・プロジェクト・サークル活動を振り返りと今後の展望 

 200２～2012年：創始期 Passive ＞ Active 

 2013年～現在    ：Activeへの移行期 

 これから          ：より Activeへ マネタイズ、継続、発散と収束、メンバーの拡大・更新 

・プロジェクト報告 

     A-1：GTM；Global Techno Mirai-juku （リーダー：宗像） 

       過去と現在、未来をつなぐ。 江戸コンテンツの利用。 ターゲット仮説：博物館、資料館 

     A-2：「エンジニアという職業を語ろう」 （リーダー：福井） 

       高校の評価は高い、継続性をどうするか？ 

     A-3：「江戸時代の技術と調査ガイドブック作成」（リーダー：出川） 

       改訂版を考えたい＋5名ぐらい、マネタイズをどうするか？ 

   ・サークル報告 

     B-1：「幻の日本製 F-1マキ F101の再生」 （リーダー：川島） 

        クラファンでの資金調達、富士のトヨタ博物館へのアプローチ 

     B-3：「科学技術 これからの 100年ロードマップ」 （リーダー：中谷） 

        Free Energyを追求したい。真の持続 

     B-4：「充放電サークル」 （リーダー：松嶋） 

        約 1年で 54回実施！ 実験の場として Zoomの可能性を見いだした 

     B-5：「縄文時代の材料技術調査」 （リーダー：都築） 

        各地の調査が進んでいる。報告会も第 4土曜日に定期的に実施。 

        コンテンツもまとまってきたので書籍化したい 



     B-6：「日本・世界の技術博物館のフィールド調査」 （リーダー：中山） 

        若干のマンネリ観もある 製造業全体俯瞰や創業者のつながりを調べるというアイデアも 

        次の展開を考える 

     B-7：「学び直す relearn」 （リーダー：中瀬） 

        年 1回程度の活動 しかし学ぶことは出来ている 次回はコーチングを 7月ないし 

        8月に予定 

     B-8：「城と忍者」 （リーダー：川島） 

        城の探索はかなり進んで来ているのでまとめたい、忍者もやりたい 

     B-9：「発酵」 （リーダー：中村善） 

        アンケート実施、お酒だけでは無い発酵の勉強も考える 

        それから、飲んでいる酒の話だけで無く、酒蔵見学なども進めたい 

 

  ・広報委員会（リーダー：折田） 

     動画コンテンツ作成（全員で視聴） 

     報告などがあるとコンテンツをまとめやすいのでお願いしたい 

     メンバーの論文なども掲載出来る 

  ・シン・ジリツ活動報告、（中村理事）  活動報告と今後の活動提案 

     ジリツを考えるためにワークショップ的な取り組みや、市川（聡）さんの話の聴講などを実施 

     この活動をプログラム化して、未来塾のメンバーだけで無く、外部の方を呼び込む、あるいは 

     マネタイズを考えることができるのではないか 

 

  ・テクノ未来塾の未来への想いと展望（阿部理事長） 

     方向性を言葉としてまとめた 

     テクノ未来塾のパーパス（存在意義） （議論のたたき台として） 

       テクノ未来塾は 「未来の可能性を信じ、ステークホルダーと共に 明るく夢のある未来社会の 

       共創に挑戦し続けます」 

     テクノ未来塾のバリュー（行動指針） （議論のたたき台）  

       「多様なバックグラウンドを持った会員・塾生の 多様な知による新しい知の創出のために、 

        議論を通じて共に学び共に成長する。そして、得られた 成果を発信・社会実装する」 

     すべては未来につながっている、それを意識して未来塾として活動をすることが大切 

     また、発散→収束を繰り返すことで見えてくること、理解できることがある、それを活かす 

      教えることで、もっと学ぶことができる 

     テクノ未来塾のメンバーは緩やかな、信頼できるネットワークで繋がっている 

      このネットワークが特徴でこれを活かす 

      新しい知の組み合わせは緩やかなつながりが効果的 

      テクノ未来塾はいわゆるオープンイノベーションの場 

     自分で考えることが重要 

       自分で考えることが必須な時代 それには仲間との議論が役立つ  

       しかも、専門分野の異なる仲間から 得た気づきが 豊かな発想を促すトリガーとなりうる 

 



     コメント 

       テクノ未来塾の使い方 これを、それぞれが工夫すればよい 

       やるんだと言い続けて、曲げなければ何かができる 

 

  ・参加メンバーから 

     「（近況と）テクノ未来塾とサークル活動などへの未来ビジョンありたい姿など自由提案」 

      1）各人の個人の思いのまとめ 

        多様かつ意識の高い方の集まりで、知的好奇心を満たせる場であり、これを活かしたい 

        様々な事に取り組める 

      2）現在の未来塾はどんなところ 

        思考の場、参加出来る場、リラックスして見識の高い人と話せる場 

      3）未来塾をどうしたいか？ 

        変革が必要、新しいメンバーが要る 他の世代との交流による気づきの場 

        フィールドを拡大する 

        参加者のハードルを下げられないか？  

        どんな活動をしているのか、未来塾のメンバーにももっとオープンにした方が良い 

        生んだ社会的価値をマネタイズする コミュニティーへの貢献 

        日本のエンジニアを元気にしたい 

        妄想共創人活動が出来る場 ワクワク感を大切に 

   ・グループに分かれて未来塾に関するフリー討議→各グループ発表 

      1）メンバーが固定化され新しい人にはハイレベルになってしまっている 

         若い人にも対応できるコンテンツやフォローが出来るようにメンバーのスキルアップ 

      2）失敗談や成功談をまとめて学生へ伝えることで若い人にも興味を持ってもらう 

      3）未来塾の活動を通して、例えば高校同士をつなげたら良いのでは 

         若い人とのつながりをどうするか？ 発信力をアップする 

      4）サークル活動は肝なのでもっと活性化を、さらに言えばＮＰＯ化も 

         活動が見えにくいところがあるのでオープンに 

         20年の活動と並行して、若い人との活動を 

         レクチャーを受けた学生・高校生のフォローは出来ないか？ 

      5）フォーラムなどに出席しないが、継続してくださっている方がいる、そのことも考える必要 

         土曜日の活動などには外部の人をもっと呼んではどうか？ 

      6）フォーラムの回数が少ないように思うが、PJやサークル活動を考えるとそれなりの回数 

         気に入った活動だけに参加可能とかにしてハードルを下げられないか？ 

         YouTubeの NPO枠の活用を考えたいが、方法が？？ 

         わいわい言いながら動画を作ってアップしたら良さそうだが 

      7）拡大のためには発信が必要  コンテンツはある 

         他の活動（例 NPO）などとの連携はできるのでは、他の活動をしている方も多い 

          繋がることがまずは大切 コンテンツに共感出来る人を呼べば良い 

         シン・ジリツのコンテンツは転職サイトとコラボできるのでは？ 

 



「5月 22日（日曜日）」 

 ・9:30〜10:30 グループ討議 「テクノ未来塾を進化させる（初日の議論を受けて）」 

  議論の切り口 ：テクノ未来塾の課題   

    ・会員の固定化   ・会員の高齢化 

  糸口を掴む 

    ・継続されている塾生に継続理由を聞く 

    ・学生/高校生は今？ 

  討議の視点 

   ①活動をより明確に・パーパス、バリューの言語化 

   ②興味関心を持ってもらう「情報発信」 ・持っているコンテンツや今後の活動の活用 

      ・Youtube、FaceBook、Noteの利用 ･･･共感した人に参加してもらう 

   ③参加へのハードルを下げる ・プロジェクト等の「マネタイズ化による会費↓」 

      ・mini フォーラムやプロジェクト･サークルの開放により「入りやすい部分参加」を可能にする 

      ・シン･ジリツによる「高関心層へのアクセス」と「マネタイズによる会費↓」 

   ④他との「緩い繋がり」を増やす ・若者、NPOなどのサークル･コミュニティーと 

 

討議メモ 

 リアル A 【大学 他 NPO若者コミュニティーとのコラボ】 

   今までは、早大、アーヘン工科大、阪大、立命館などキャリア教育的なつながり 単発的だった。 

   例えば大学研究室に提供できる価値を考え、継続的なものにするのが課題 

   今後のつながり 徳島大、関学、名大、立命館アジア太平洋大など 

   提供価値：将来の社会実装のイメージの考え方 （未来塾がどう関われるか？） 

 

 リモートチーム１【大学 他 NPO若者コミュニティーとのコラボ】 

   大学（学生）側の知りたがっていることを知る。 

   例えば、学生側のニーズは？：社会人のイメージ、進路の選び方、就業、問題解決手法など 

   リクルートを呼べば情報は得られるが成功談ばかりで失敗談などが知りたい。 

   実体験を伝えることが若手との繋がり、未来塾や各会社のアピールになる。 

   学生（大学）のメリット：ミスマッチ低減、モチベーションアップ、GPA向上、生きる力 など 

   未来塾のメリット：社会貢献、次世代育成、新メンバー、塾の存続（有料コンテンツ化）  など 

 

 リアル B 【プロジェクト・サークル内部のコラボ】 

   技術視点の切り口でコンテンツを発信する、コンテンツは面白いことが大事。 

   メンバーのキャラを表に出す、面白く見せる。信頼の置ける緩い繋がりの良さを前面に出す。 

   シン・ジリツはキラーコンテンツとして使える。 

 

 リモートチーム ２【プロジェクト・サークル内部のコラボ】 

   年間スケジュールなど他のプロジェクト、サークル活動スケジュールがわからない。 

   PJ、サークルの企画するイベント（内部のフォーラム）を開催する。 

 



 リアル C 【新入会員の増加施策】 

   フォーラム、サークル、プロジェクトの位置付けを定義 

   外部の人への入口、はじめの一歩は？ 塾生と外部の間の領域を作ることで会員塾生の裾野を拡げる 

   もっと軽いフォーラム、サークル活動を外部に向けて開催する。 

   潜在的顧客を集めることが持続可能な組織にする。参加していない塾生会員からのメモ 

   新入会員が増えない理由は何か。 会員を増やす必要があるのか。 

   コストパフォーマンスは？ 他 NPO と比較して高い。 

  

 担当理事コメントと全体の議論  

   準備をありがとうございました。 

   会員増のアイデアは実行に移す。一つでも二つでも具体化したい。手を上げてほしい。 

   積極的にやることが、結局自分のためにもなる。 

   コンテンツを面白くし、発信方法、拡散手段を考える。 

   メーリングリストのコラム 一部だけにして残りは HPを見にいくようにさせる。 

   人に見せられる、魅力のあるコンテンツを作ることができるか。 

   FBは今の若者向けのツールではない。 

   PJ・サークルのフィールドワークは公開にして参加は登録制にする 

   YouTubeの活用。 リアルとバーチャルの併用を使いこなす。 

   簡単に動画コンテンツを作成するにはどうすれば良いか。 

   ツールだけの問題ではなく発信する中身である。 

   動画化するツールについては議論する場があっても良いのでは。 

 

・阿部理事長コメント 

  いろいろなアイデアが出てきて感謝する。 

  世の中の若い人たちは何らかの社会貢献をしたいと思っている人は多い。 

  合宿の成果を何らかの形で具体化したいが、どのように具体化するかが課題。 

  手を上げる人が中心にやるのがよいので、次回までにメンバーが集まるとよい。 

  若手（Z世代）は PURPOSEで動くので、未来塾の PURPOSEの整理があるとよい。 

  職場体験は先生のサポート、未来塾のサポートおよび守秘義務をうまく出来れば、可能性があるが 

  むやみに入ってもらっても難しいので、面談と対象者の選別が必要。 

 

以上 

 

 


